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い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
や
消
防
団
員
な
ど

の
巡
回
に
よ
る
広
報
活
動
を
徹
底

し
、
確
実
な
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。

▼
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

気
象
情
報
や
災
害
情
報
な
ど
の

「
防
災
情
報
」
を
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
夜
間
や
外
出
先
な
ど

の
情
報
伝
達
に
最
も
有
効
な
手
段

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。
登
米
市
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
は
、
本

号
23
ペ
ー
ジ（
下
段
）を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

▼
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

災
害
が
発
生
、
あ
る
い
は
そ
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
市
内
に
い

る
人
へ
情
報
を
広
く
周
知
す
る
た

め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
会
社
３

社
を
通
じ
て
、
緊
急
地
震
速
報
な

ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
「
緊
急
速

報
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
ま
す
。
市

民
だ
け
で
な
く
、
市
内
へ
の
通

勤
・
通
学
者
、
観
光
客
な
ど
の
市

エ
リ
ア
に
い
る
人
に
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

【
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
情
報
内

容
】
避
難
準
備
情
報
、避
難
勧
告
、

避
難
指
示
、
河
川
洪
水
警
報
な
ど

緊
急
性
の
高
い
も
の
。

【
注
意
事
項
】
事
前
登
録
は
不
要

で
す
が
、
受
信
で
き
な
い
機
種
や

受
信
設
定
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
携
帯
電
話
事

業
者
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

　

市
で
は
、
登
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

エ
フ
エ
ム
「
愛
称
＝
Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ

『
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
』」
と
の
間
で

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
。
災
害

時
に
は
、
避
難
勧
告
、
災
害
状
況
、

水
・
食
料
な
ど
の
供
給
状
況
、
安

否
情
報
お
よ
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
放
送

し
ま
す
。
災
害
用
に
は
、
Ａ
Ｍ
と

Ｆ
Ｍ
の
両
方
が
聞
け
る
ラ
ジ
オ
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
災
害
時
の
市
民
へ
の

情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
防
災
行
政

無
線
を
は
じ
め
、
携
帯
電
話
な
ど

へ
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
緊

急
速
報
メ
ー
ル
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ

デ
ー
タ
放
送
な
ど
、
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
も
合
わ
せ
て
情
報
伝
達
し
て

　

本
年
８
月
20
日
、
広
島
県
広
島

市
で
発
生
し
た
豪
雨
で
は
大
規
模

な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
人
的
・

物
的
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、本
年
９
月
末
現
在
、

国
の
基
準
に
沿
っ
て
地
形
図
な
ど

か
ら
選
定
し
た
「
土
砂
災
害
危
険

箇
所
」
が
６
８
４
カ
所
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
２
０
１
カ

所
が
、
土
砂
災
害
防
止
法
※
に
基

づ
く
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

※
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
お

よ
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
総
合

支
所
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
図
を

配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
地
域
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
伝
達
手
段
で
周
知

土
砂
災
害
危
険
箇
所
に

市
内
６
８
４
カ
所
を
指
定

東和地区　危険箇所：262　うち指定箇所：78

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 土石流 6-23-011 岩の沢１ 東和町錦織字高木山，岩ノ沢，新岩ノ沢
＊ 土石流 6-23-019 長円田沢４ 東和町米谷字長円田
＊ 土石流 6-23-020 長円田沢３ 東和町米谷字長円田
土石流 6-23-021 長円田沢２ 東和町米谷字長円田

＊ 土石流 6-23-022 滝の沢３ 東和町米谷字滝の沢
土石流 6-23-027 吉田下沢 東和町米谷字吉田

＊ 土石流 6-23-029 上境沢 東和町米川字飯土井
＊ 土石流 6-23-033 黄金沢２ 東和町米川字飯土井
＊ 土石流 6-23-034 黄金沢１ 東和町米川字飯土井
＊ 土石流 6-23-036-1 平の沢 東和町米川字山根
＊ 土石流 6-23-036-2 平の沢 東和町米川字山根
＊ 土石流 6-23-036-3 平の沢 東和町米川字山根
＊ 土石流 6-23-038 大慈寺沢 東和町米川字町裏
＊ 土石流 6-23-039 北の沢 東和町米川字町裏
＊ 土石流 6-23-040 大矢沢 東和町米川字町裏
＊ 土石流 6-23-041 内野沢２ 東和町米川字町裏
＊ 土石流 6-23-054 大津麦沢 東和町米川字東綱木
＊ 土石流 6-23-057 東綱木下沢 東和町米川字東綱木，西綱木
＊ 土石流 6-23-061 切明沢 東和町米川字西上沢
＊ 土石流 6-23-064 仲上沢 東和町米川字北上沢
＊ 土石流 6-23-067 長畑沢 東和町米川字北上沢
＊ 土石流 6-23-073 東上沢３ 東和町米川字東上沢
＊ 土石流 6-23-078 四十田沢 東和町米川字中嶋
＊ 土石流 6-23-079 中島沢 東和町米川字中嶋，四十田
＊ 土石流 6-23-108 細野沢１ 東和町米谷字細野
＊ 土石流 6-23-110 細野沢３ 東和町米谷字細野
＊ 土石流 6-23-111 細野沢４ 東和町米谷字細野
＊ 土石流 6-23-122 相川の沢１ 東和町米谷字相川
＊ 土石流 6-23-133 大嶺沢 東和町米谷字大嶺
土石流 6-23-135 古舘沢 東和町米谷字根郭，古舘， 荷

＊ 土石流 6-23-148 照井下沢 東和町米谷字照井，黒森
＊ 土石流 6-23-109 ムジナ沢 東和町米谷字細野
＊ 土石流 6-23-023 滝の沢２ 東和町米谷字滝の沢
＊ 土石流 6-23-056 長円田沢１ 東和町米川字東綱木
＊ 土石流 6-23-065 鍬台沢 東和町米川字北上沢
＊ 土石流 6-23-032 飯土井高屋敷沢 東和町米川字飯土井
＊ 土石流 6-23-103 椚崎沢 東和町米川字富沢
＊ 土石流 6-23-004 八ヶ森沢３ 東和町錦織字八ヶ森
＊ 土石流 6-23-007 梅ノ木下沢 東和町錦織字畑の沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -596-1 宮沢 東和町米谷字宮ヶ沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -596-2 宮沢 東和町米谷字宮ヶ沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -596-3 宮沢 東和町米谷字宮ヶ沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -596-4 宮沢 東和町米谷字宮ヶ沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -598 山崎 東和町米谷字山崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -606-1 根廻 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -606-2 根廻 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -606-3 根廻 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -606-4 根廻 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -607-1 森合 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -607-2 森合 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -607-3 森合 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -608-1 細野 東和町米谷字細野
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -608-2 細野 東和町米谷字細野
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -609 高寺 東和町米谷字細野
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -610 滝の沢 東和町米谷字滝の沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -612 山居沢 東和町錦織字山居沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -613 岩ノ沢 東和町錦織字岩ノ沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -615-1 飯土井 東和町米川字飯土井
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -615-2 飯土井 東和町米川字飯土井
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -616 町裏 東和町米川字町裏
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -617 町下 東和町米川字町下
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -618 町 東和町米川字町
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -620 蒜畑 東和町米川字北上沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -621-1 松子沢 東和町米川字北上沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -621-2 松子沢 東和町米川字北上沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -621-3 松子沢 東和町米川字北上沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1238-1 吉田 東和町米谷字吉田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1238-2 吉田 東和町米谷字吉田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1238-3 吉田 東和町米谷字吉田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1239 水流 東和町米谷字滝の沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1241 洞山 東和町錦織字堂山
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1651 照井の２ 東和町米谷字照井，黒森
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1679 大沢の１ 東和町米谷字滝の沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1691 細野の５ 東和町米谷字細野
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1731 東上沢の６ 東和町米川字東上沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1237 石山 東和町米谷字根郭
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1687 根廻の４ 東和町米谷字根廻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1728 東上沢の３ 東和町米川字東上沢

迫地区　危険箇所：31　うち指定箇所：15

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0523 山ノ上 迫町北方字大洞
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1576 大洞 迫町北方字大洞
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1577 山ノ上の２ 迫町北方字大洞
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1586 糠塚 迫町新田字糠塚
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1588 西坂戸の１ 迫町新田字西坂戸
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1549 堤花 迫町北方字堤花
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1579 山ノ内 迫町北方字堤花
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1568 山ノ上の１ 迫町北方字山ノ上
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1571 日向前の３ 迫町北方字日向前
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1574 塒ヶ崎 迫町北方字塒ヶ崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 人 -108 鼠田 迫町北方字鼠田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 人 -110 宮崎 迫町北方字宮崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1565 東表の１ 迫町森字東表
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1566 東表の２ 迫町森字東表
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1567 東表の３ 迫町森字東表

登米地区　危険箇所：120　うち指定箇所：39

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 土石流 6-22-008 養雲寺沢 登米町字寺池道場
＊ 土石流 6-22-015-1 北沢３ 登米町大字日根牛北沢
＊ 土石流 6-22-015-2 北沢３ 登米町大字日根牛北沢
＊ 土石流 6-22-016 北沢２ 登米町大字日根牛北沢
＊ 土石流 6-22-033 峰畑上沢 登米町大字日根牛字峰畑
＊ 土石流 6-22-034 沼の沢 登米町大字日根牛峰畑、中山
＊ 土石流 6-22-007 道場ヶ沢 登米町寺池道場
＊ 土石流 6-22-025 羽沢下沢 登米町大字日根牛上羽沢
＊ 土石流 6-22-029 小池沢 登米町大字日根牛小池、中山
土石流 6-22-030 中森の沢 登米町大字日根牛小池前
土石流 6-22-031 山峡沢 登米町大字日根牛小池

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -583-1 北沢の２ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -583-2 北沢の２ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -584 北沢の３ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -586 中通 登米町大字日根牛
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -594 西針田の１ 登米町小島西針田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1236-1 金沢山 登米町字寺池金沢山
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1236-2 金沢山 登米町字寺池金沢山
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1550 小池の１ 登米町大字日根牛字小池
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1554 道場の１ 登米町字寺池道場
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1555-1 道場の２ 登米町字寺池道場
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1555-2 道場の２ 登米町字寺池道場
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1552 上町の３ 登米町字寺池上町
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1553 桜小路 登米町寺池桜小路
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0344 小川向 登米町大字日根牛小川向
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0345 上町 登米町字寺池上町
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1622 峰畑の２ 登米町大字日根牛字峯畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1623 峰畑の３ 登米町大字日根牛字峯畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1636 北沢の５ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1637-1 北沢の６ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1637-2 北沢の６ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1637-3 北沢の６ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1638 北沢の７ 登米町大字日根牛北沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0585 入谷 登米町大字日根牛入谷、中山
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0588 峯畑 登米町大字日根牛峯畑、中山
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1556 鉄砲町の１ 登米町寺池鉄砲町、寺池金沢山
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1601 道場の３ 登米町寺池道場
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1647 上羽沢の６ 登米町大字日根牛上羽沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1551 上羽沢の１ 登米町大字日根牛上羽沢

※「土砂災害警戒区域等指定箇所」は平成26年 9月 30日現在
※「＊」印は土砂災害警戒区域内に土砂災害特別警戒区域が併せて指定されている箇所を示
　します。
※「渓流番号または箇所番号」は、土砂災害危険箇所図での位置番号を示します。  
  
［用語の意味］    
①急傾斜地の崩壊＝傾斜度が３０度以上である土地が崩壊する自然現象
②土石流＝山腹が崩壊して生じた土石や、渓流の土石などが水と一体となって流下する自然
　現象

土砂災害警戒区域等指定箇所（201カ所）
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児
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時
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市
の
避
難
情
報
は
、
避
難
に
時

間
の
か
か
る
人
に
早
め
の
避
難
を

促
す「
避
難
準
備
情
報
」、
通
常
の

避
難
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動
が
で
き
る
人
に
避
難
を

促
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避
難
勧
告
」、
危
険
が
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早
急
な
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難
を
要
す
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避
難
指

示
」の
３
段
階
で
発
令
し
ま
す
。

発
令
に
当
た
っ
て
は
避
難
所
な
ど

の
情
報
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
近
く
の

避
難
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
際
の
注
意
点

▼
複
数
人
で
避
難
、
隣
近
所
に
声

を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
。

▼
２
階
へ
の
避
難
が
安
全
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

▼
危
険
な
場
所
は
避
け
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

災
害
時
に
は
三
つ
の
区
分
で

避
難
情
報
を
提
供

津山地区　危険箇所：165　うち指定箇所：41

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

土石流 6-31-012 柳津本町沢 津山町柳津字本町
土石流 6-31-020-1 黄牛石生沢 津山町柳津字牛石生
土石流 6-31-020-2 黄牛石生沢 津山町柳津字牛石生

＊ 土石流 6-31-024 大徳寺沢 津山町横山字本町
＊ 土石流 6-31-025 加茂沢 津山町横山字本町
＊ 土石流 6-31-026 参口沢 津山町横山字本町
＊ 土石流 6-31-027 竹の沢１ 津山町横山字竹の沢
＊ 土石流 6-31-028 竹の沢２ 津山町横山字竹の沢
＊ 土石流 6-31-032 前田沢 津山町横山字前田沢
＊ 土石流 6-31-038 北大畑沢 津山町横山字大畑
＊ 土石流 6-31-041 寺倉沢 津山町横山字野尻
＊ 土石流 6-31-052 蕨平沢１ 津山町柳津字舘石
＊ 土石流 6-31-053 蕨平沢２ 津山町柳津字舘石
＊ 土石流 6-31-054 蕨平沢３ 津山町柳津字舘石
＊ 土石流 6-31-067 北明耕院沢 津山町柳津字宮下，大土，水田
土石流 6-31-072-1 大柳津上沢 津山町柳津字大柳津
土石流 6-31-072-2 大柳津上沢 津山町柳津字大柳津

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -639 岩高 津山町横山字寺倉
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -640 本町 津山町横山字本町
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -641 宮田 津山町横山字宮田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -642 水守 津山町柳津字弊崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -643 入土 津山町柳津字入土
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -644 平 津山町柳津字宮沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -645 大柳津 津山町柳津字大柳津
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -646 四丁目 津山町柳津字黄牛田高畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -647 石貝 津山町柳津字舘石
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1561 本町の２ 津山町横山字本町
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1562 細屋 津山町横山字細屋
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1833 舘石の１ 津山町柳津字舘石
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1834 舘石の２ 津山町柳津字舘石
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1851 野尻の３ 津山町横山字野尻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1852 野尻の４ 津山町横山字野尻
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1856 大畑の１ 津山町横山字大畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1857 大畑の２ 津山町横山字大畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1876 前田沢の２ 津山町横山字前田沢，竹の沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0357 舘石 津山町柳津字舘石
急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -358 本町 津山町横山字本町

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0356 田高畑 津山町柳津字黄牛田高畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0525 田高畑の２ 津山町柳津字黄牛田高畑
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 人 -0524 黄牛比良 津山町柳津字黄牛比良
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1812 宮沢の２ 津山町柳津字宮沢

中田地区　危険箇所：11　うち指定箇所：1

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0623 長谷山の２ 中田町浅水字長谷山

豊里地区　危険箇所：55　うち指定箇所：6

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1577 大椚の１ 豊里町大椚
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1765 大椚の２ 豊里町大椚
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1243 糧崎 豊里町山根
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1558 迫の１ 豊里町迫
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1742 寿崎の２ 豊里町寿崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1745 蕪木の３ 豊里町蕪木

米山地区　危険箇所：11　うち指定箇所：0
※指定箇所なし

石越地区　危険箇所：12　うち指定箇所：6

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0630 新田 石越町南郷字新田
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0629 西門 石越町北郷字西門
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0633 とど台の１ 石越町南郷字 台
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0634 とど台の２ 石越町南郷字 台
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0636 加慶の１ 石越町東郷字加慶
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -0637 加慶の２ 石越町東郷字加慶

南方地区　危険箇所：17　うち指定箇所：15

自然現象の種類 渓流番号また
は箇所番号

渓流名また
は箇所名 所在地

＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1560 山成 南方町山成
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1806-1 沼崎の１ 南方町沼崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1806-2 沼崎の１ 南方町沼崎
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅰ - 自 -1559 八の森 南方町八の森
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1796 青島屋敷の１ 南方町青島屋敷
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1797 内鰐丸 南方町鰐丸
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1798 高石の２ 南方町高石
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1799 大西の１ 南方町長根、大西
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1800 大西の２ 南方町大西、新長根下
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1801 戸根屋敷の１ 南方町戸根屋敷
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1802 戸根屋敷の２ 南方町戸根屋敷
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1803 松島屋敷の１ 南方町松島屋敷
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1804 松島屋敷の２ 南方町松島屋敷
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1805 翌沢 南方町翌沢
＊ 急傾斜地の崩壊 Ⅱ - 自 -1808 中須崎 南方町中須崎

土砂災害警戒区域等指定箇所（201カ所）

■避難情報の区分

段  
階

発令区分 状　　況 避難者の行動

１ 避難準備情報 ◆人的被害が発生す

る可能性がある。

◆避難に時間を要する市民（要配

慮者）は避難を開始する。

◆その他の市民は、避難のために

具体的に準備をする。

２ 避難勧告 ◆人的被害が発生す

る可能性が明らか

に高まっている。

◆全ての市民が避難を開始し、早

急に完了する。

３ 避難指示 ◆人的被害が発生す

る可能性が非常に

高く、状況が切迫

している。

◆人的被害が発生し

た。

◆避難中の市民は、避難を直ちに

完了する。

◆避難していない市民は直ちに避

難を開始する。ただし、そのい

とまがない場合は生命を守る最

低限の行動をとる。

迫地区　指定避難場所数：13
名称 所在地

1 登米市森公民館 迫町森字西表１９５番地
2 登米市立佐沼小学校 迫町佐沼字錦１０８番地
3 登米市光ヶ丘球場 迫町佐沼字光ヶ丘１番地
4 登米市迫武道館 迫町佐沼字八幡１丁目３番地１７
5 登米市立佐沼中学校 迫町佐沼字沼向４番地
6 登米市迫公民館 迫町佐沼字中江２丁目６番地１
7 登米市迫体育館 迫町佐沼字中江２丁目６番地１
8 登米市立北方小学校 迫町北方字富永１１０番地５
9 登米市北方公民館 迫町北方字富永１０９番地２
10 登米市立新田中学校 迫町新田字山居３７番地１
11 登米市新田公民館 迫町新田字小友６５番地
12 旧新田第２小学校 迫町新田字対馬５１番地７
13 宮城県佐沼高等学校 迫町佐沼字末広１番地

登米地区　指定避難場所数：6
名称 所在地

1 登米市立登米中学校 登米町大字日根牛小川向１０番地
2 登米市登米老人福祉センター 登米町寺池金谷１２番地１
3 登米市登米小学校 登米町寺池桜小路６番地
4 登米市登米公民館 登米町寺池目子待井３９１番地
5 登米市登米総合体育館 登米町寺池目子待井１０番地
6 宮城県登米高等学校 登米町寺池桜小路３番地

東和地区　指定避難場所数：12
名称 所在地

1 登米市立米谷小学校 東和町米谷字越路７５番地
2 宮城県米谷工業高等学校 東和町米谷字古舘８８番地
3 登米市米谷公民館 東和町米谷字 荷７５番地
4 登米市立東和中学校 東和町米谷字細野３５番地
5 登米市立錦織小学校 東和町錦織字山居沢１５番地
6 登米市東和総合運動公園 東和町錦織字雷神山１５番地３
7 登米市錦織公民館 東和町錦織字雷神山１５番地３
8 旧嵯峨立小学校 東和町錦織字岩ノ沢１５０番地
9 登米市立米川小学校 東和町米川字東綱木３１番地
10 登米市米川公民館 東和町米川字四十田２５番地１
11 旧鱒淵小学校 東和町米川字寺内３１番地
12 登米市東和地域福祉センター 東和町米川字六反５５番地1

中田地区　指定避難場所数：19
名称 所在地

1 登米市立石森小学校 中田町石森字前田２９番地
2 登米市立加賀野小学校 中田町石森字加賀野１丁目１７番地１
3 登米市立宝江小学校 中田町宝江新井田字後田２２番地
4 登米市立中田幼稚園 中田町宝江新井田字要害３番地１
5 登米市立上沼小学校 中田町上沼字弥勒寺大下９１番地２
6 旧上沼小学校 中田町上沼字八幡山７８番地
7 登米市中田生涯学習センター 中田町上沼字舘４３番地
8 登米市立浅水小学校 中田町浅水字川面１８８番地
9 登米市立中田中学校 中田町宝江黒沼字新西野７０番地
10 登米市石森ふれあいセンター 中田町石森字茶畑７番地
11 登米市宝江ふれあいセンター 中田町宝江黒沼字浦３８番地３
12 登米市上沼ふれあいセンター 中田町上沼字弥勒寺大下９０番地１
13 登米市浅水ふれあいセンター 中田町浅水字荒神堂１５０番地２
14 登米市中田総合体育館 中田町宝江黒沼字浦３８番地３
15 登米市中田Ｂ＆Ｇ海洋センター 中田町宝江黒沼字浦３８番地５
16 登米市中田老人福祉センター 中田町上沼字西桜場１８番地
17 登米市中田農村環境改善センター 中田町上沼字西桜場１８番地
18 宮城県上沼高等学校 中田町上沼字要害９４番地
19 登米市中田球場 中田町宝江黒沼字畑中１３８番地１３

豊里地区　指定避難場所数：4
名称 所在地

1 登米市立豊里小・中学校 豊里町上町裏１００番地
2 登米市豊里公民館 豊里町小口前８０番地
3 登米市豊里デイサービスセンター 豊里町笑沢１５３番地７８
4 登米市豊里鴇波コミュニティセンター 豊里町白鳥山７２番地

米山地区　指定避難場所数：13
名称 所在地

1 旧善王寺小学校 米山町字善王寺石神６８番地
2 登米市立米山東小学校 米山町字桜岡鈴根１番地
3 登米市立米岡小学校 米山町西野字古舘廻２７番地２
4 登米市立中津山小学校 米山町中津山字城内前４番地
5 登米市立米山中学校 米山町西野字西小路２番地
6 宮城県米山高等学校 米山町中津山字筒場埣２１５番地
7 登米市米山公民館 米山町西野字的場１８１番地
8 登米市中津山公民館 米山町中津山字清水１１番地５４
9 登米市吉田体育館 米山町字桜岡上待井２７６番地
10 登米市米山Ｂ＆Ｇ海洋センター 米山町中津山字清水１１番地５４
11 登米市米山柔剣道場 米山町西野字西小路２番地
12 登米市吉田運動場 米山町字桜岡今泉６８番地
13 登米市中津山運動場 米山町中津山字清水１１番地

石越地区　指定避難場所数：8
名称 所在地

1 登米市立石越小学校 石越町北郷字長根１３４番地
2 登米市立石越中学校 石越町南郷字矢作４８番地
3 登米市石越体育センター 石越町南郷字矢作１２２番地２
4 登米市石越防災センター 石越町南郷字愛宕８１番地
5 登米市石越保健センター 石越町南郷字矢作１３０番地１
6 登米市石越福祉センター 石越町南郷字新石沢前４７番地４
7 登米市石越総合運動公園 石越町南郷字矢作１２２番地１
8 登米市石越公民館 石越町南郷字矢作１２２番地２

南方地区　指定避難場所数：7
名称 所在地

1 登米市南方農村環境改善センター 南方町八の森４０番地１
2 登米市南方老人福祉センター 南方町本郷大嶽３７番地
3 登米市南方総合運動場 南方町堤田３８番地
4 登米市立南方小学校 南方町山成９５番地６
5 登米市立南方中学校 南方町西山成前２１番地１
6 登米市立西郷小学校 南方町尼池１０番地１
7 登米市立東郷小学校 南方町堂地１９３番地２

津山地区　指定避難場所数：8
名称 所在地

1 登米市立柳津小学校 津山町柳津字本町５７番地
2 登米市津山林業総合センター 津山町柳津字黄牛田高畑５９番地
3 登米市津山若者総合体育館 津山町柳津字黄牛田高畑５９番地
4 登米市津山運動広場 津山町柳津字黄牛田高畑５９番地
5 登米市津山老人福祉センター 津山町柳津字黄牛田高畑３６番地５
6 登米市立津山中学校 津山町柳津字舘石６番地
7 登米市津山公民館 津山町横山字本町２４番地
8 登米市立横山小学校 津山町横山字本町９１番地

指定避難場所一覧
平成２６年４月１日現在

地域の災害情報提供のお願い
　近年の気候の変化による集中豪雨などにより、市内でも局地的
な災害が発生する恐れがあります。局地的な災害は気象情報だけ
で予測することは困難で、地域からの情報提供の重要性が高まっ
ています。「突然の大雨で道路が冠水している、または冠水しそ
うだ」など地域の情報について、防災課または最寄りの総合支所
までお寄せください。
【問い合わせ】総務部防災課　☎0220（22）2130
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三　浦　　　牧
まき

女 豊里町（白鳥） 108

佐　藤　トメ子
こ

女 米山町（野手谷地） 104

小　竹　喜
き

　惠
え

女 南方町（高石） 104

鈴　木　千
ち

　代
よ

女 津山町（柳風園） 104

菅　原　やい子
こ

女 石越町（第十二） 104

及　川　みはる 女 南方町（狼掛） 103

髙　橋　あさよ 女 豊里町（新町） 103

千　葉　ヒロエ 女 東和町（米谷８区） 102

三　浦　やす子
こ

女 東和町（米川２区） 102

西　條　カメヨ 女 津山町（黄牛町） 102

中　澤　静
しず

　子
こ

女 登米町（鉄西） 102

後　藤　四
し

　郎
ろう

男 中田町（長崎） 102

千　葉　トモエ 女 中田町（長崎） 102

千　葉　みきを 女 中田町（茶畑） 102

佐々木　はるの 女 南方町（北本郷） 102

遠　藤　
し

つを 女 迫町（大網西） 102

大　泉　は　る 女 中田町（寺山） 102

主　藤　チヨ
こ

女 米山町（江浪） 101

鎌　田　か　ち 女 迫町（江合） 101

佐　藤　あや
こ

女 登米町（金沢山） 101

佐々木　ほさし 女 津山町（横山４区） 101

鈴　木　ちや子
こ

女 米山町（朝来） 101

星　野　ちあき 女 豊里町（西二ッ屋） 101

星　　　清
きよ

　志
し

男 迫町（茂栗） 101

小野寺　ヨシヱ 女 迫町（赤沼） 101

宮　川　コマツ 女 東和町（錦織１区） 101

佐々木　トキコ 女 迫町（錦西） 101

伊　藤　一
いち

　二
じ

男 豊里町（竹花） 101

菅　原　カツメ 女 東和町（米川８区） 101

守　屋　あや子
こ

女 迫町（大浦） 101

伊　藤　ちよの 女 登米町（八丁田） 101

泉　　　勝
かつ

　雄
お

男 迫町（的場） 100

髙　橋　かつ江
え

女 迫町（駒木） 100

伊　藤　さ　と 女 迫町（駅前） 100

堀　田　勇
いさ

　雄
お

男 津山町（柳風園） 100

加　藤　さつよ 女 豊里町（保手） 100

阿　部　と　き 女 東和町（米川８区） 100

小野寺　まつみ 女 中田町（冠木） 100

佐　藤　さたよ 女 迫町（大浦） 100

日　野　幸
こう

　季
き

男 南方町（平貝） 100

稻　邉　とし
こ

女 石越町（遠沢） 100

佐　藤　仲
ちゅう

　一
いち

男 津山町（柳風園） 100

西　條　ゆきゑ 女 津山町（横山10区） 100

橋　本　ひて子
こ

女 登米町（蛭沢） 100

金　光　とし子
こ

女 迫町（光ヶ丘西） 100
※名簿は平成26年 9月17日現在のもの。年齢は平成27年３月31日現在で、
　100 歳以上の方を掲載（本人および家族から了承をいただいた方のみ）

－敬称略－

年度 人口（人） 高齢者数
（人）

高齢化率
（％）

平成21 87,087 24,328 27.9

　　22 86,289 24,160 28.0

　　23 85,611 23,634 27.6

　　24 85,304 23,585 27.6

　　25 84,384 23,878 28.3

　　26 83,991 24,326 29.0

登
米
市
の
高
齢
者
数
と
高
齢
化
率

　

市
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
）
は
、
平
成
26
年
３

月
末
現
在
で
29
・
０
％
と
高
い
割
合
を
示
し

て
い
ま
す

。
今
後
は
団
塊
の
世
代

が
一
斉
に
65
歳
以
上
の
高
齢
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
化
は
急
速
に
進
む
も
の
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
生
活
水
準
と
医
療
技
術
の
向
上

に
よ
っ
て
「
長
寿
化
」
の
時
代
と
な
っ
て
い

て
、
健
康
で
自
立
し
て
暮
ら
す
健
康
長
寿
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
経
験
・
知
識
・

技
能
を
持
っ
た
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と
は

大
変
喜
ば
し
く
、
社
会
全
体
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
に
も
高
齢
者
の
力
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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ピ
ア
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
雨
天
で
中
止
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
本
年
度

は
、
市
内
９
支
団
か
ら
約
７
０
０

人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

演
習
は
９
支
団
の
対
抗
で
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
と
小
隊
訓
練
の
２

種
目
を
実
施
。
各
支
団
の
消
防
操

法
技
術
や
規
律
の
高
さ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
な
ど
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
で
は
米
山
支
団
が
、
小
隊
訓
練

で
は
中
田
支
団
が
そ
れ
ぞ
れ
第
１

位
と
な
り
、
総
合
優
勝
は
米
山
支

団
と
な
り
ま
し
た
。

地域づくりで新たな祭り

市消防演習に７００人参加

　

南
方
町
の
西
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
（
後
藤
一か
ず

衛え

会
長
）

が
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
て

購
入
し
た
神
楽
衣
装
の
生
地
を
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
縫
い

で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
神
楽
衣
装

は
地
域
の
伝
統
芸
能
「
畑
岡
神

楽
」
用
で
、
西
郷
小
学
校
の
高
学

年
児
童
が
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

衣
装
作
り
は
、
同
コ
ミ
ュ
ニ

　

全
国
の
ウ
ッ
ド
タ
ー
ニ
ン
グ

愛
好
者
で
組
織
す
る
団
体
が
、

８
月
28
日
か
ら
３
日
間
、
千
葉

県
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場

で
開
催
さ
れ
た
「JA

PA
N

 D
IY

 

H
O
M
ECEN

T
ER SH

O
W

 2014

」

に
実
演
ブ
ー
ス
を
出
展
。
本
市
中

田
町
の
岩
淵
髙た

か

雄お

さ
ん
（
新
小
路
）

が
、
趣
味
の
木
工
品
作
り
を
通
し

て
登
米
市
産
材
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

テ
ィ
の
千
葉
憲け
ん

悦え
つ

事
務
局
長
が
呼

び
掛
け
、
８
月
29
日
か
ら
西
郷
公

民
館
で
実
施
。
佐
竹
壽す

み

こ
美
子
さ
ん

（
一
ノ
曲
）
た
ち
７
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
、
西
郷
小
の
髙
橋
悦え

つ

子こ

校
長
も
衣
装
作
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
佐
竹
さ
ん
は
「
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
、
仕
上
げ
た
衣
装
で

神
楽
を
舞
う
の
が
楽
し
み
で
す
」

と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

木
工
旋
盤
機
を
用
い
て
作
品
を

制
作
す
る「
ウ
ッ
ド
タ
ー
ニ
ン
グ
」。

岩
淵
さ
ん
は
、
ス
ギ
や
ケ
ヤ
キ
な

ど
持
ち
込
ん
だ
本
市
産
材
を
そ
の

場
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
に
加
工
、

好
評
を
得
ま
し
た
。
３
日
間
で
約

10
万
人
の
人
手
が
あ
り
、
岩
淵
さ

ん
は
「
多
く
の
人
に
登
米
市
産
木

材
の
可
能
性
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
思

い
ま
す
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

西
郷
コ
ミ
ュ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
田
・
岩
淵
さ
ん 

幕
張
で
実
演

　

市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
を
市

民
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
「
外
部

評
価
」
が
８
月
５
、８
の
両
日
、

市
役
所
迫
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し

た
。
外
部
評
価
は
、
行
政
評
価
の

客
観
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た

め
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
外
部
評
価
の
対
象
は

「
地
域
福
祉
活
動
の
強
化
」「
ス
ポ
ー

　

本
市（
中
田
町
上
沼
）出
身
の
蘭ら

ん

方ぽ
う

医
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

か
け
て
活
躍
、
近
代
医
学
の
祖
の

一
人
と
言
わ
れ
た
石
川
桜
所（
お

う
し
ょ
・
本
名
＝
良よ

し

信の
ぶ

）。
来
年

３
月
７
、８
日
に
登
米
祝
祭
劇
場

で
開
催
さ
れ
る
市
民
劇
場
「
夢

フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」
で
は
、
こ
の

人
物
を
題
材
に
取
り
上
げ
ま
す
。

　

８
月
13
日
に
は
、
中
田
町
の
生

ツ
活
動
の
振
興
」「
子
育
て
支
援
の

充
実
」「
農
業
振
興
推
進
体
制
の
強

化
」
の
四
つ
の
基
本
事
業
を
構
成

す
る
33
の
事
務
事
業
で
す
。

　

外
部
評
価
で
は
、
市
行
政
評
価

委
員
会
の
委
員
５
人
が
、
事
業
の

効
果
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
な

ど
を
検
証
し
ま
し
た
。
外
部
評
価

の
評
価
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

家
近
く
に
建
て
ら
れ
た
桜
所
の
記

念
碑
前
で
、
桜
所
の
親
族
や
中
田

町
の
有
志
ら
約
30
人
が
、
公
演
の

成
功
を
祈
念
し
ま
し
た
。
公
演
を

主
催
す
る
登
米
文
化
振
興
財
団
の

佐
藤
寛か

ん

一い
ち

理
事
長
は
「
石
川
先
生

の
偉
業
は
全
国
に
誇
れ
る
も
の
。

市
民
の
力
を
結
集
し
公
演
を
成
功

さ
せ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

33
の
事
務
事
業
を
外
部
評
価

石
川
桜
所
を
題
材
に
来
春
公
演

　

迫
町
新
田
地
区
の
新
た
な
地
域

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ー
ト
フ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ａ
」
が
８
月
23
日
、
伊
豆
沼
・

　

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

の
技
術
と
団
員
の
士
気
を
高
め
る

た
め
、
平
成
26
年
度
の
市
消
防
団

演
習
が
９
月
７
日
、
長
沼
フ
ー
ト

内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

は
、
13
行
政
区
で
構
成
す
る
新
田

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

が
、
市
の
助
成
を
受
け
策
定
し
た

「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の

人
た
ち
が
訪
れ
、
地
場
産
品
の
出

店
、
白び

ゃ
く

蓮れ
ん

太
鼓
や
伝
統
芸
能
の
披

露
、
盆
踊
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
大
会
長
を
務
め
た
協
議
会
会

長
の
新
田
清き

よ
し

山
ノ
神
区
長
は
「
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
地
区
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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　子ども・子育てをめぐるさまざまな課題を解決するため
に「子ども・子育て支援法」という法律が平成24年 8月
に施行されました。この法律と関連する法律に基づき、幼
児期の教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向
上を進めていく「子ども・子育て支援制度」が平成27年
4月に本格スタートします。
　この制度では、これまで別々の制度であった幼稚園と保

◉ ◉

☎

　

☎

◉

育所が一つの枠組みとなり、これに、小規模保育事業を実
施する事業所も制度の対象となります。利用申し込みは、
認定申請に置き換わり、認定証の交付や施設との契約など、
これまでの手続きと異なる点があります。※詳しくは、9
月発行のリーフレットをご覧ください〔幼稚園・保育所（園）
から直接配付されたほか、各総合支所窓口へ備え付けてい
ますので、ご覧ください〕。
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参加してみませんか？

☎

　

❶

❷

☎

　

10
月
１
日
か
ら
、「
水す
い

痘と
う（
水
ぼ

う
そ
う
）予
防
接
種
」「
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
」
が

任
意
の
予
防
接
種
か
ら
定
期
の
予

防
接
種
に
変
わ
り
ま
す
。
予
診
票

は
総
合
支
所
ま
た
は
各
医
療
機
関

に
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
相

談
の
上
、
体

調
の
良
い
と

き
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

◉

❶
接
種
日
時
点
で
、

生
後
12
〜
36
カ
月
の
お
子
さ
ん
＝

２
回
❷
（
平
成
26
年
度
に
限
り
）

生
後
36
〜
60
カ
月
の
お
子
さ
ん
＝

１
回

※
９
月
30
日
ま
で
に
受
け
た
回
数

を
含
み
ま
す
。

※
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

お
子
さ
ん
は
除
き
ま
す
。

無
料

◉

❶
本
年
度
中
に
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
１
０
０
歳
以
上
に
な
る
人

❷
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
障
害

の
あ
る
人

※
今
ま
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
23
価
）予
防
接
種
を
受
け
た
人
は

除
き
ま
す
。

接
種
費
用
か
ら
市

助
成
額
３
千
円
を
差
し
引
い
た
額

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
※
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す（
生

活
保
護
受
給
者
証
を
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
65
歳
以
上
で
、
定
期
の
予
防
接

種
の
対
象
年
齢

以
外
の
人
に
は
、

任
意
の
予
防
接

種
の
費
用
の
一

部（
３
千
円
）を

助
成
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い（
助
成

は
一
人
１
回
限
り
）。市

民
生
活
部
健

康
推
進
課（
健
康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

病
院
、
登
米
地
区
地
域
医
療
対
策

委
員
会
な
ど

県
登
米
保
健
所

（
成
人
・
高
齢
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
７

　
「
健
康
寿
命
」
と
は
、
認
知
症

や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
状
態

で
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
生
活
で

き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
本
市
は

健
康
寿
命
が
県
内
で
も
短
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、食
事
や
生
活
で
の
こ
と
な
ど
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
コ
ツ
を
紹
介

し
ま
す
。10

月
19
日（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

▼
医
師
な
ど
に
よ
る
健

康
講
話
▼
塩
エ
コ（
減
塩
）料
理
の

紹
介
▼
体
脂
肪
量
や
体
年
齢
を
測

定
す
る
体
組
成
チ
ェ
ッ
ク
▼
野

菜
が
食
べ
た
く
な
る
！
子
ど
も

向
け
ゲ
ー
ム
▼
あ
な
た
の
舌
は

「
し
ょ
っ
ぱ
さ
」
を
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
？
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
▼
メ

タ
ボ
ボ
デ
ィ
ト
ン
ネ
ル

県
登
米
保
健
所
、

登
米
市
、
登
米
栄
養
士
会
、
市
民

▶

▶

☎

現
在
本
市
の
自
然
環
境
は
、

経
済
性
や
効
率
性
を
優
先
し
た

近
代
化
や
開
発
に
よ
り
、
多
く

の
生
き
物
の
生
育
環
境
の
劣
化

や
生
態
系
の
変
化
が
見
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
以
前
は
田
ん
ぼ

で
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
た

赤
ト
ン
ボ
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
水
辺
で
は
、
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
な
ど
の
外
来
種
が
生
態

系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

自
然
を
再
生
し
、
生
態
系
を

維
持
し
な
が
ら
自
然
環
境
を
持

続
的
に
利
用
し
て
い
く
方
法
な

ど
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
市
民
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。10

月
18
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
40
分

南
方
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
ル
）
登
米
市

南
方
町
八
の
森
40
番
地
１

登
米
市
環
境
市
民
会

議
、
登
米
市

（
公
社
）登
米
法
人
会

▼
基
調
講
演
「
生
き

物
を
活い

か
し
た
豊
か
な
地
域
を

作
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
」
＝
中な

か

静し
ず
か

透と
お
る

氏
（
東
北
大
学
大
学
院

生
命
科
学
研
究
科
教
授
）
▼
事

例
発
表
「
久
保
川
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
世
界
」
生
物
多
様
性
戦
略
に

つ
い
て
＝
千ち

坂さ
か

げ
ん
ぽ
う
氏

（
一
関
市
久
保
川
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
自
然
再
生
協
議
会
会
長
）

50
人

事
前
に
参

加
人
数
を
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
市
民
生
活

部
環
境
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

市
民
生
活
部

環
境
課（
環
境
政
策
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死

kankyo@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

こ
の
講
演
会
は
全

国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行

者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受

け
て
実
施
し
ま
す
。
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市
民
活
動
団
体

と
市
が
協
力
し
、
地
域
の
特
色
を

生
か
す
公
益
的
な
活
動
や
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
効
果
的
に
解

決
す
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
（
事

業
の
実
施
は
平
成
27
年
度
と
な
り

ま
す
）。

補
助
金
の
対
象
と

な
る
団
体
は
、
市
内
の
市
民
活
動

団
体（
Ｎ
Ｐ
О
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
地
域
自
治
組
織
、
社
会
貢

献
活
動
を
行
う
団
体
企
業
な
ど
）

で
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
団
体
で
す
。

❶
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
❷

構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
❸
運

営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
ま
た
は

会
則
を
定
め
て
い
る
❹
政
治
活

動
、
宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
て
い
な
い

❶
ま
ち
づ
く
り

型
＝
市
内
で
活
動
す
る
団
体
が
行

う
公
益
的
な
事
業
❷
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
型
＝
団
体
と
市
の
役
割
分

担
を
明
確
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
て
行
う
事

業

❶
ま

ち
づ
く
り
型
＝
単
年
度
を
原
則
と

し
て
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補

助
。
補
助
率
は
10
分
の
９
以
内
。

❷
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
＝
単
年

度
を
原
則
と
し
て
１
０
０
万
円
を

上
限
に
補
助
。
補
助
率
は
10
分
の

10
以
内
。

審
査
会（
11
月
開

催
予
定
）の
審
査
お
よ
び
検
討
を

経
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事

業
を
決
定
し
ま
す
。

10
月
24
日（
金
）

企

画
部
市
民
活
動
支
援
課（
市
民
協

働
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

※
申
し
込
み
の
際
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
37
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
第
二
次
登
米
市
総
合
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

の
策
定
お
よ
び
今
後
の
市
政
運
営

に
当
た
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
「
登
米
市

総
合
計
画
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

市
内
に
在
住
、通
勤
、

通
学
す
る
皆
さ
ん

▼
第
二
次
登
米
市
総
合
計
画
基
本

構
想（
案
）に
つ
い
て（
市
か
ら
の

説
明
）

▼
市
長
と
の
意
見
交
換

※
「
主
な
対
象
地
域
」
の
中
で
、

都
合
の
良
い
日
時
の
会
場
に
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。「
主
な
対
象

地
域
」
の
日
時
で
都
合
が
悪
い
場

合
は
、
居
住
地
、
通
勤
地
、
通
学

地
の
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

市
か
ら
第
二
次
登

米
市
総
合
計
画
基
本
構
想（
案
）

に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
皆
さ

ん
か
ら
そ
の
場
で
意
見
な
ど
を
伺

う
形
式
で
行
い
ま
す
。

※
発
言
さ
れ
る
人
は
、
お
住
ま
い

（
通
勤
、
通
学
）の
地
域
・
氏
名
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
多
く
の
皆
さ

ん
に
発
言
を
い

た
だ
く
た
め
、

お
一
人
当
た
り

の
発
言
時
間
を

制
限
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

ID

　

適
正
に
整
備
さ
れ
た
森
林
は
、
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温
暖
化

防
止
の
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
人
間

や
地
球
環
境
に
と
っ
て
大
切
な
資
源

で
す
。

　

市
と
県
で
は
、人
と
自
然
の
交
流
、

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
広
葉
樹
の
植
林
体
験

に
参
加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

11
月
４
日（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

 

米
川
小
学
校
体
育
館

前（
東
和
町
） 

午
前
９
時

 

東
和
町
米
川
字
西
綱

木
地
内
（
※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会

場
ま
で
は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

 

50
人（
先
着
順
）

無
料

軍
手
、
長
靴

 

10
月
24
日（
金
）

電
話
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
※
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
の
場
合
は
、
参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く

り
参
加
希
望
」
と
明
記
し
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

産
業

経
済
部
農
林
政
策
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死nourinseisaku@
city.tom

e.
m
iyagi.jp
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総
務
省
で
は
、
10
月
20
日（
月
）

か
ら
26
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
へ
の
意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
お

手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
特

設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政

相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

　

☎

　

地
域
安
全
活
動
の
一
層
の
強
化

と
関
係
機
関
・
団
体
の
緊
密
に
連

携
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
実
現
の
た
め
、
次
の

と
お
り
各
種
防
犯
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

◉10
月
11
日（
土
）か
ら
20
日（
月
）

ま
で
の
10
日
間

◉1
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

　

止
2
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

3
自
転
車
盗
難
の
防
止

4
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

　

の
防
止

◉

10
月
８
日（
水
）午
後
３

時
〜

登
米
祝
祭
劇
場（
水
の
里

ホ
ー
ル
）

 

10
月
11
日（
土
）・
12
日

（
日
）２
日
間
と
も
午
前
10
時
開
演

（
開
場
＝
午
前
９
時
30
分
） 

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

５
０
０
円（
１
枚
の
入

場
券
で
２
日
間
も
し
く
は
２
人
入

場
で
き
ま
す
）
※
高
校
生
以
下
無

料

入
場
券
は
、
各
町
文

化
協
会
事
務
局
お
よ
び
登
米
祝
祭

劇
場
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

市
文
化
協
会
で
は
10
月
11
、
12

の
両
日
、
登
米
祝
祭
劇
場
で
第
８

回
市
民
文
化
祭
「
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
部
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
催

し
は
、
春
に
行
わ
れ
た
「
展
示
発

表
の
部
」
に
引
き
続
い
て
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。
市
内
の
文
化
協

会
会
員
や
児
童
生
徒
に
よ
る
太

鼓
、
舞
踊
、
吹
奏
楽
な
ど
を
ス

テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

☎

　

市
駅
伝
競
走
大
会
が
中
田
総
合

体
育
館（
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ
）お
よ

び
周
辺
コ
ー
ス
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

大
会
の
発
着
は
「
な
か
だ
ア

リ
ー
ナ
」
で
、
下
記
地
図
に
記
し

た
区
間
が
コ
ー
ス
と
な
り
、
当
日

は
コ
ー
ス
周
辺
の
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
コ
ー
ス
付
近
を
通
る

場
合
は
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

10
月
26
日（
日
）午

前
９
時
〜
午
後
１
時

❶
年
代
混
合

の
部
＝
９
時
15
分
❷
中
高
生
の
部

＝
10
時
20
分
❸
一
般
男
子･

女
子

の
部
＝
11
時
20
分

地
図
の
と
お

り
　

▼　
　
　
　

駅
伝
コ
ー
ス　
　

　

▼　
　
　
　

車
両
の
迂う

回か
い

路

※
ア
〜
ク
で
は
交
通
指
導
隊
員
が

誘
導
し
ま
す
。

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

は
コ
ー
ス
内
に
車
両
は
入
れ
ま
せ

ん
の
で
、
迂う

回か
い

路
を
通
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
指
定
駐
車
場（
な
か
だ
ア
リ
ー

ナ
、
中
田
中
学
校
、
中
田
球
場
、

デ
ク
セ
リ
ア
ル
ズ
㈱
脇
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
裏
の
駐
車
場
）以
外
の
場

所
に
は
車
両
を
止
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
規
制
時
間
中
は
原

則
と
し
て
駐
車
場
の
車
の
移
動
は

で
き
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

◉
❶

❷

☎

地
域

安
全
宣
言
、

防
犯
指
導
出

動
式
、
コ
ン

サ
ー
ト（
県
警

察
音
楽
隊
＆

カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
、
宮
城
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト

「
ア
イ
リ
ス
」）な
ど

▼
佐
沼
警
察
署
・
佐
沼
地
区
防
犯

協
会
連
合
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署
・
登
米
地
区
防
犯

協
会
連
合
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１
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▲スイカ割りでは、目隠しした児童に周りから大きな声援が送られました

▲路肩の草を刈り取っていく会員

中田

　

米
岡
小
学
校（
菅
原
純じ
ゅ
ん

一い
ち

校
長
）で
は
８
月

20
日
、「
学
校
に
泊
ま
ろ
う
２
０
１
４
ｉ
ｎ
米

岡
小
」
を
初
め
て
開
催
。
当
日
は
児
童
91
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
み
ん
な
で
夕
食
作
り
。
出
来
た
て
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
と
て
も
お
い
し
く
、
お
代
わ

り
の
行
例
が
で
き
る
ほ
ど
。
ス
イ
カ
割
り
で
は
、

目
隠
し
し
た
児
童
が
周
囲
か
ら
大
き
な
声
援
を

受
け
見
事
に
命
中
さ
せ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
高
く
積
み
重
ね
ら
れ
た
薪ま

き

が
勢
い
良
く
燃
え
上
が
る
様
子
に
児
童
た
ち
は

圧
倒
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
日
頃
接
す
る

機
会
が
少
な
い
別
学
年
の
児
童
と
も
交
流
を
深

め
、
思
い
出
に
残
る
夏
休
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
９
月
１
日
、
豊
里
地
区
の
市
民
大

運
動
会
が
豊
里
運
動
公
園
を
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
朝
方
に
降
っ
た
雨
の
影
響
で
中
止

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
は
回
復
し
無
事

に
開
催
。
約
１
３
０
０
人
の
地
区
住
民
が
参
加

し
、
二
人
三
脚
や
綱
引
き
、
風
船
割
り
リ
レ
ー

な
ど
で
心
地
良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
テ
ン
ト
か
ら
は
競
技
者
へ
大
き
な

声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
、
地
域
の
絆
が
一
層
強

く
な
っ
た
運
動
会
。
白
熱
し
た
競
技
の
結
果
、

下
町
町
内
会
が
総
合
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
準
優
勝
は
竹
花
町
内
会
、
第
３
位
は
加
々

巻
町
内
会
で
し
た
。

▲綱引きではチーム一丸となり呼吸を合わせて綱を引っ張りました

豊里

米山

　

中
田
町
建
設
業
協
会（
猪
又
曻の
ぼ
り

会
長
）で
は

９
月
２
日
、
中
田
町
上
沼
地
域
の
道
路
沿
い
の

草
刈
り
を
奉
仕
作
業
で
実
施
し
ま
し
た
。
奉
仕

作
業
は
合
併
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
現

在
は
合
併
後
に
新
た
に
発
足
し
た
同
協
会
が
引

き
継
ぎ
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
の
現
場
は
市
道
石
森
金
谷
線
の
全
長
約

３
㌔
。
当
日
は
前
日
の
雨
で
足
元
が
滑
る
悪
条

件
で
し
た
が
、
参
加
し
た
会
員
は
熟
練
の
技
で

路
肩
の
草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。
協
会
の
猪
又

会
長
は
「
私
た
ち
が
工
事
を
す
る
際
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

奉
仕
作
業
は
そ
の
恩
返
し
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

佐
沼
交
通
安
全
母
の
会
（
鈴
木
信の

ぶ

子こ

会
長
）

で
は
８
月
29
日
、夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動「
交

通
事
故
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
作
戦
」
を
迫
町
中
江
の

交
差
点
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

夏
は
、
暑
さ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
集
中
力
が
欠

け
、
居
眠
り
運
転
な
ど
に
よ
る
事
故
が
増
加
す

る
季
節
。
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
作
戦
は
、
冷
た
い
お

し
ぼ
り
を
配
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
で
気
を
引
き
締
め
て
も
ら
い
、
事
故

を
防
止
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

当
日
は
、
母
の
会
会
員
や
佐
沼
警
察
署
員
ら

17
人
が
参
加
。
赤
信
号
で
止
ま
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
「
安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を

掛
け
、
冷
た
い
お
し
ぼ
り
を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲安全運転を呼び掛けながら、冷たいおしぼりを手渡しました

迫

　

米
川
地
区
の
「
ふ
る
さ
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
お
盆
の
８
月
14
日
、
東
和
中
学
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
７
チ
ー
ム
１
１
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
地
元
の
人
た
ち
と

一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
東
京

や
茨
城
な
ど
か
ら
帰
省
し
た
人
も
。
１
年
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　

　

熱
戦
の
結
果
、
お
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

で
参
加
し
た
米
川
10
区
が
優
勝
。
東
京
都
在
住

の
八や

城し
ろ

衛ま
も
るさ
ん（
米
川
10
区
）に
最
優
秀
選
手
賞
、

柴
田
町
在
住
の
佐
藤
湧ゆ

う

太た

さ
ん（
米
川
８
区
）

に
優
秀
選
手
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
か
ら
３
日
間
、
登と

米よ
ま

中
学
校
（
小

野
寺
泰た

い

子こ

校
長
）
の
２
年
生
が
市
内
の
事
業
所

で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
場
体
験
は
、
市
内
13
事
業
所
の
協

力
の
も
と
実
施
。
実
際
に
働
く
こ
と
で
、
仕
事

の
大
変
さ
や
喜
び
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
で
す
。

　

登と

米よ
ま

保
育
所
で
は
３
人
の
生
徒
が
職
場
体
験
。

歌
や
踊
り
、
学
生
自
ら
が
考
え
た
「
や
ま
び
こ

ゲ
ー
ム
」
を
園
児
と
一
緒
に
行
う
な
ど
、
保
育

の
仕
事
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち

は
「
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲７チームが参加し熱戦が繰り広げられました

東和

▲登米保育所での保育体験。園児たちを喜ばそうと頑張りました

登米
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「
青
少
年
の
た
め
の
登
米
市
民
会
議
石
越
支

部
（
佐
々
木
圭け
い

一い
ち

支
部
会
長
）」で
は
、
毎
年

８
月
の
「
道
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
小
・
中
学

生
と
保
護
者
が
一
緒
に
美
化
運
動
「
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
８

月
３
日
に
石
越
町
域
の
道
路
沿
い
の
ご
み
拾
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
21
行
政
区
の
小
・
中
学
生
と
保
護

者
ら
約
７
０
０
人
が
参
加
。
路
肩
の
空
き
カ
ン

や
紙
く
ず
な
ど
を
、
親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
丁
寧
に
拾
い
、
美
化
運

動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

美
化
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

石越

　

横
山
不
動
尊
で
は
８
月
３
日
、「
厄
流
し
そ

う
め
ん
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
厄
流
し
」
と
「
流
し
そ
う
め
ん
」

を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
６
回

目
。
同
不
動
尊
で
祈
祷
さ
れ
た
五
色
の
そ
う
め

ん
で
流
し
そ
う
め
ん
を
す
る
こ
と
で
、
厄
難
と

夏
の
暑
さ
を
追
い
払
う
と
い
う
二
つ
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
門
か
ら
約
50
㍍
に
わ
た
り
設
置
さ
れ
た
２

本
の
竹
の
樋と

い
か
ら
は
、
次
々
と
そ
う
め
ん
が
流

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
夏
休
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
家
族
連
れ
な
ど
３
０
０
人
を
超
え
る

人
が
訪
れ
、
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
上
手
に

す
く
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

▲会場はそうめんを食べる大勢の人でにぎわいました

津山

　
７
月
18
日
、
市
役
所
南
方
庁
舎
で
み
み
サ
ポ

サ
ロ
ン
（
主
催
＝
み
や
ぎ
被
災
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
日

常
生
活
で
必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報
提
供
や

障
が
い
者
相
互
の
情
報
交
換
を
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
佐
沼
警
察
署
の
協
力
で
交
通
安
全

に
関
す
る
講
話
と
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
「
み
や
ぎ
君
２
号
」
の
乗
車
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
今
ま
で
交
通
安
全
教

室
に
参
加
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
手
話
通
訳

や
要
約
筆
記
が
つ
い
て
い
て
、
説
明
が
良
く
理

解
で
き
た
」
と
話
し
、
交
通
安
全
の
知
識
を
深

め
た
よ
う
で
し
た
。

▲参加者は手話と要約筆記で交通安全を学びました

南方

▲親子で道路沿いのゴミをきれいに拾いました

福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1㍍（幼稚園・小学校：地上50㌢）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当たりの放射線量）

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50㌢～1㍍の高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ10月21日号でお知らせします。

☎ 0220 （58）5553

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森公民館 9月　8日 晴れ 0.05

中田

諏訪公園 9月 17日 曇り 0.06
佐沼小学校 9月　8日 曇り 0.05 宝江ふれあいセンター 9月 17日 曇り 0.06
佐沼幼稚園 9月　8日 晴れ 0.06 浅水ふれあいセンター 9月 10日 晴れ 0.08
佐沼中学校 9月　8日 晴れ 0.07 中田海洋センター 9月 10日 晴れ 0.04
東佐沼幼稚園 9月　8日 晴れ 0.06 石森ふれあいセンター 9月 10日 雨 0.07
北方小学校 9月　8日 晴れ 0.06 中田生涯学習センター 9月 10日 曇り 0.08
北方幼稚園 9月　8日 晴れ 0.06 石ノ森章太郎ふるさと記念館 9月 10日 曇り 0.09
新田小学校・新田中学校 9月　8日 晴れ 0.05 中田総合体育館 9月 17日 曇り 0.06 室内
新田幼稚園 9月　8日 晴れ 0.06

豊里

豊里幼稚園 9月 11日 曇り 0.06
歴史博物館 9月　8日 晴れ 0.05 豊里小・中学校 9月 11日 曇り 0.08
迫公民館 9月　8日 晴れ 0.05 豊里公民館 9月 11日 曇り 0.05
市民プール 9月　8日 晴れ 0.06 豊里運動公園 9月 11日 曇り 0.05
視聴覚センター 9月　8日 晴れ 0.07 平筒沼農村文化自然学習館 9月 11日 曇り 0.07
光ヶ丘球場 9月　8日 晴れ 0.06

米山

米山東幼稚園 9月 12日 晴れ 0.06
梅ノ木グリーンパーク 9月　8日 曇り 0.05 米山東小学校 9月 12日 晴れ 0.06
大東公園 9月　8日 晴れ 0.06 米岡小学校 9月 12日 晴れ 0.07
迫図書館 9月　8日 晴れ 0.06 米山中学校 9月 12日 晴れ 0.05
迫海洋センター 9月　8日 晴れ 0.05 中津山小学校 9月 12日 晴れ 0.05
新田総合運動場 9月　8日 晴れ 0.05 米山西幼稚園 9月 12日 晴れ 0.06
迫武道館 9月　8日 晴れ 0.05 善王寺コミュニティセンター 9月　5日 曇り 0.06

登米

登米幼稚園 9月 16日 晴れ 0.05 吉田公民館 9月　5日 曇り 0.07
登米小学校 9月 16日 晴れ 0.07 吉田運動場 9月　5日 曇り 0.06
登米中学校 9月 16日 晴れ 0.06 米山公民館 9月 12日 晴れ 0.06
警察資料館 9月　9日 晴れ 0.07 米山海洋センター 9月 12日 晴れ 0.05
高倉勝子美術館 9月　9日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 9月 17日 曇り 0.06
登米総合運動公園 9月　9日 晴れ 0.08 石越小学校 9月 17日 曇り 0.08
教育資料館 9月 16日 晴れ 0.08 石越中学校 9月 17日 曇り 0.05
伝統芸能伝承館 9月 16日 晴れ 0.07 石越公民館 9月 17日 曇り 0.07
登米総合体育館 9月 16日 晴れ 0.06 石越総合運動公園 9月 17日 曇り 0.06
登米公民館 9月 16日 晴れ 0.06

南方

西郷幼稚園 9月 11日 曇り 0.06

東和

米谷幼稚園 9月 16日 晴れ 0.06 西郷小学校 9月 11日 曇り 0.05
米谷小学校 9月 16日 晴れ 0.06 東郷幼稚園 9月 11日 晴れ 0.06
米川小学校 9月 16日 曇り 0.06 東郷小学校 9月 11日 晴れ 0.06
錦織小学校 9月 16日 曇り 0.06 南方幼稚園 9月 11日 曇り 0.05
東和中学校 9月 16日 晴れ 0.09 南方小学校 9月 11日 曇り 0.07
米川公民館 9月　9日 晴れ 0.11 南方中学校 9月 11日 曇り 0.05
東和国際交流センター 9月　9日 晴れ 0.10 南方中央運動広場 9月 11日 曇り 0.07
米谷公民館 9月　9日 晴れ 0.06 南方総合運動場 9月　4日 曇り 0.04
東和総合運動公園 9月 16日 曇り 0.07 南方武道伝承館 9月 11日 曇り 0.06
東和勤労青少年ホーム 9月 16日 曇り 0.06 室内 西郷公民館 9月　4日 曇り 0.06

中田

さくら幼稚園 9月 17日 曇り 0.06 南方公民館 9月　4日 曇り 0.07
中田幼稚園 9月 17日 晴れ 0.06 東郷公民館 9月　4日 曇り 0.05
浅水小学校 9月 17日 晴れ 0.07

津山

つやま幼稚園 9月 12日 晴れ 0.07
宝江小学校 9月 17日 曇り 0.07 柳津小学校 9月 12日 晴れ 0.07
加賀野小学校 9月 17日 曇り 0.08 横山小学校 9月 12日 晴れ 0.07
上沼小学校 9月 17日 晴れ 0.07 津山中学校 9月 12日 晴れ 0.08
石森小学校 9月 17日 曇り 0.06 津山林業総合センター 9月 12日 晴れ 0.07 室内
中田中学校 9月 17日 曇り 0.07 津山運動広場 9月 12日 晴れ 0.07
中田球場 9月 17日 曇り 0.05 津山河川運動場 9月 12日 晴れ 0.08
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好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
は
少
年
漫
画

漫
画
家
に
な
り
、
個
展
を
開
き
た
い

　

そ
ろ
ば
ん
、
習
字
、
英
会
話
と
、

多
く
の
習
い
事
を
し
て
い
る
莉
来
さ

ん
。
小
６
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
英

会
話
は
、
既
に
日
常
会
話
程
度
な
ら

話
せ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
莉
来
さ
ん
の
夢
は
「
漫
画

家
に
な
る
こ
と
」
で
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
漫
画
を
見
て
き
て
、
現
実
で
は

不
可
能
な
こ
と
を
表
現
で
き
る
世
界

に
興
味
を
持
ち
、
い
つ
の
間
に
か

「
将
来
の
夢
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
は
、
少
年
漫
画
。

別
冊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
に
イ
ラ
ス
ト
が

載
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
描
い
た

の
は
「
進
撃
の
巨
人
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
。
一
番
大
好
き
な
漫
画
で
す
。

　

夢
が
叶
っ
た
ら
の
問
い
に
「
個
展

を
開
き
た
い
」
と
話
す
莉
来
さ
ん
。

漫
画
を
通
じ
ど
ん
な
世
界
を
表
現
す

る
の
か
、
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

●

さん（錦織小・６年）
（東和町錦織１区・敏幸さん方）

ちゃん（２歳）
平成24年3月3日生まれ
豊里町・白鳥
星矢さんの長女

　弟の景
けい

祐
すけ

くんが大好き。
ご飯を食べさせたり、お風
呂に入れたりするなど面倒
をみています。歌や踊りも
好きで、ＡＫＢの曲に合わ
せて踊っています。

くん（３歳）
平成23年3月9日生まれ
中田町・神ノ木
洋さんの次男

　ダンゴ虫を探すのが好き
な信太くん。手のひらいっ
ぱいに捕まえます。サッ
カーやバスケが好きで、お
兄ちゃんやお姉ちゃんと一
緒に遊んでいます。

くん（１歳）
平成24年12月11日生まれ
迫町・鉄砲丁
隆志さんの長男

　アンパンマンが大好きな
昂誠くん。アンパンマン
カーで部屋中を動き回りま
す。働く車も好きで、お父
さんが運転するトラクター
に乗って楽しんでいます。

ちゃん（３歳）
平成22年12月13日生まれ
米山町・下小路
努さんの長女

　人のマネをするのが好き
で、いつも家族のマネをし
ています。アナと雪の女王
のスケートをする場面を見
て、将来は浅田真央選手の
ようになりたいそうです。

わが家のアイドル Kid’s

さん（20歳）
（登米町九日町・ふたご座）

まちの若い衆 Young man ●１人で機械を直し、
お客さまを笑顔にしたい

　

１
７
１
㌢
で
Ａ
型

で
す
。

　

今
年
の
８
月
か
ら
、
家
業

で
あ
る
農
機
具
修
理
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
母
に
は
、「
農
家
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
将
来
が
不
安
」
と
反

対
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
何
も
言
っ

て
い
な
い
の
で
、
賛
成
し
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。
直
し
た
機
械
を
納
品
し
た

際
に
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
父
の
よ
う
に

早
く
一
人
前
に
な
り
、
お
客
さ
ま
を
笑

顔
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

大
ざ
っ
ぱ
で
す
。

★

車
が
好
き
な
の
で
ド
ラ
イ

ブ
や
洗
車
を
し
て
い
ま
す
。
頻
繁
に
洗

車
す
る
の
で
、
近
所
の
人
に
車
が
ま
ぶ

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

草
野
球
と
書
道
で
す
。
書

道
は
、
姉
の
影
響
で
小
１
か
ら
始
め
ま

し
た
。
先
生
が
面
白
く
、
楽
し
い
教
室

で
す
。
親
子
で
習
っ
て
い
る
人
を
見
る

と
、
自
分
も
子
ど
も
が
で
き
た
ら
一
緒

に
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

料
理
が
う
ま
い
人

や
音
楽
の
趣
味
が
合
う
人
で
す
。

　

東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
高

い
と
こ
ろ
は
苦
手
で
す
が
、
怖
い
も
の

見
た
さ
に
登
り
た
い
で
す
ね
。

113

113

●
11
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
20
作
品
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迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
石
越
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

５
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
５
９
０
０
円

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
❸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❹
年
収（
賞
与
お
よ
び
利
子
所
得

な
ど
で
継
続
的
な
収

入
を
含
む
）の
12
分

の
１
の
額
が
、
家
賃

の
３
倍
以
上
で
あ
る

こ
と

1
台
の
み
、
別
途

２
千
円

各
総
合
支
所
市
民
課

ま
た
は
建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課

（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

10
月
15
日（
水
）

※
期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け  

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
中
田
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

１
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
中
田
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

２
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
４
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

１
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

４
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

４
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

４
０
６
号

くん
（迫町坂戸・昌寿さん）

くん
（迫町錦東・秀明さん）

くん
（迫町上沢・啓美さん）

ちゃん
（迫町天形・大樹さん）

くん
（迫町下舟丁・忠宏さん）

※（　　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

◉

日時／10月1日（水）～31日（金）
　　　　10：00～17：00
　　　　（31日は正午まで）　
　場所／レストラン「蓮房」
　入場料／無料

◉

日時／10月11日（土）、12日（日）
　　　　10：00 開演
　場所／大ホール　
　入場料／500 円（2日共通券）
　　　◉
日時／10月26日（日）

　　　　10：00 開演
　場所／大ホール　
　入場料／無料

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

ちゃん
（迫町舟橋・勝久さん）

くん
（迫町西舘・正太郎さん）

ちゃん
（迫町萩洗・祐治さん）

くん
（迫町泥内・直幸さん）

くん
（登米町八丁田・知幸さん）

くん
（登米町駅前・正孝さん）

くん
（迫町萩洗・健一さん）

くん
（迫町大網南・俊郎さん）

　

市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
は
月
２
回
で
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

10
月
10
日（
金
）、
10
月

24
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

10
日
＝
佐
竹
孝た

か

行ゆ
き

（
司

法
書
士
）、24
日
＝
菅
野
高た
か

雄お

（
弁

護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　
「
は
さ
ま
童
謡
を
歌
う
会
」
は

女
性
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
合
唱
団

で
す
。
童
謡
を
語
り
継
ぎ
た
い
と

い
う
思
い
を
、
歌
に
乗
せ
て
皆
さ

ん
へ
伝
え
ま
す
。
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
、ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

10
月
17
日（
金
）午
後
０

時
20
分
〜
０
時
45
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階

ホ
ー
ル
）▼

手
の
ひ
ら
を
太
陽
に

▼
歌
の
町
▼
ち
い
さ
い
秋
見
つ
け

た
▼
四
季
の
歌
▼
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を

は
さ
ま
童
謡
を

歌
う
会
＝
涌
井
俊と

し
い衣
会
長

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
４
３
５

☎

くん
（豊里町上町・洋さん）

ちゃん
（豊里町浦軒・雄太さん）

ちゃん
（豊里町横町・智洋さん）

ちゃん
（豊里町横町・貴俊さん）

ちゃん
（津山町横山11・季平さん）

くん
（津山町本町一丁目・晃さん）

10
月
28
日（
火
）

❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時

〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３

時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所（
登
米
保
健

所
）

障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

　

高
齢
者
で
「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」
な
ど
の
気
に
な
る
症

状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
精
神
科
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す（
相
談
は
予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

10
月
24
日（
金
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１　

害
福
祉
係
）　

☎ 

０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。
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災害時安定供給施設

中田図書室／☎0220（34）8081

手ぬいでちょこっと洋服
お直し
鵜飼睦子／監修

サイズ直しやトラブル解決。
針と糸さえあれば気軽にでき
るお直し方法を紹介します。

13歳からの
ことば事典
矢野耕平／著

「キモイ」「ウザい」…言い
換えると ?語

ご

彙
い

力＆表現力
を伸ばす心情語を解説。

とんだ、とべた、
またとべた！
森山京／作

なわとびを練習するクマの子
と、それを応援するリスのお
じいさんの心やさしい物語。

ちいさなきしゃと
おおきなおきゃくさん
クリス・ウォーメル／作・絵

小さな汽車に乗り込んでき
た大きな3頭のお客さん。
一体どうなる ?ハラハラド
キドキの絵本。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

うつろ屋軍師
蓑
みの

輪
わ

諒／著

123万石が僅
わず

か 4万石に !?
「空

う つ ろ

論屋」の新米家老と城オ
タクの若殿による戦国最大
の敗者復活劇。

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８
時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 11月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報と
め」10月21日号に掲載

　

国
民
年
金

制
度
で
は
、

国
内
に
居
住

す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
に
、
年

金
制
度
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次

の
３
種
類
に
な
り
ま
す
。
届
け
出

は
、
加
入
時
だ
け
で
は
な
く
種
別

が
変
わ
っ
た
時
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
る

と
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
年
金
手
帳

を
添
え
て
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
し

ま
し
ょ
う
。

◉

＝
自
営
業
や

農
業
・
漁
業
と
そ
の
配
偶
者
、
20

歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
な

ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
加
入
や

種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
お
住
ま

い
の
あ
る
市
町
村
の
国
民
年
金
担

当
窓
口（
各
総
合
支
所
窓
口
）で
行

い
ま
す
。

◉

＝
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
組
合
加
入
者
が
対
象
に
な
り

人はなぜ、同じ間違い
をくり返すのか
野崎昭弘／著

「またやってしまった…」そ
の失敗を成功の「糧」にする
ための「間違い学」のすすめ。

　

が
ん
患
者
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

が
気
楽
に
集
ま
り
、
お
茶
や
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
工
夫
な

ど
を
語
り
合
え
る
場
「
ホ
ッ
と
サ

ロ
ン
と
め
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
悩
み

や
不
安
を
解
消
、
明
る
く
前
向
き

に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
機
会
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

開
催
会
場
は
３
カ
所
で
、
ど
の

会
場
へ
も
参
加
で
き
ま
す
。
時
間

内
の
入
退
室
は
自
由
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉

11
月
10
日（
月
）、
12

月
８
日（
月
）、
１
月
13
日（
火
）、

２
月
９
日（
月
）、
３
月
９
日（
月
）

◉

10
月
15
日（
水
）、
11

月
19
日（
水
）、
12
月
17
日（
水
）、

１
月
21
日（
水
）、２
月
18
日（
水
）、

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
ご
予
約
願
い

ま
す
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
月
18
日（
水
）

◉

10
月
20
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

タ
オ
ル
帽

子
は
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
１

枚
で
、
ど
な

た
で
も
簡
単

に
作
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。「
岩
手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
」
が
、

抗
が
ん
剤
治
療
で
脱
毛
し
た
人
の

た
め
に
考
え
た
も
の
で
、
こ
の
会

の
指
導
の
下
で
制
作
し
て
い
ま

す
。

　

脱
毛
さ
れ
た
人
や
ご
家
族
、
大

切
な
誰
か
の
た
め
に
一
緒
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
病
院
地
域
医
療
連

携
セ
ン
タ
ー（
が
ん
相
談
支
援
室
）

10
月
９
日（
木
）、
23

日（
木
）、
11
月
13
日（
木
）、
27
日

（
木
）、
12
月
11
日（
木
）、
25
日

（
木
）、
１
月
８
日（
木
）、
22
日

（
木
）、２
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）、

３
月
12
日（
木
）、
26
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら（
２

ま
す
。
加
入
の
手
続
き
は
勤
め
先

や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

◉

＝
国
民
年
金

の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
が
対
象
で
す
。
届

け
出
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
勤

務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

◉
　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
す
る

と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３
号
被

保
険
者
に
な
る
場
合
を
除
く
）
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
人
も
第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◉
　

第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３

号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

◉
　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
配
偶
者
が
、
第

３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

（
例
）
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職

し
、
配
偶
者
の
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

時
。
第
１
号
被
保
険
者
が
配
偶
者

の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
。

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６ 

☎

◉

　

10
月
25
日（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

佐
沼

講
演
「
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
」
／
講
師
＝
東
京
都
立
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
生
活
支

援
課
長
・
東
京
都
立
川
市
南
部
西

ふ
じ
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
＝
山
本
繁し

げ

樹き

氏

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

２
０
０
人（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
調
整
と
な
り
ま
す
）

無
料

県

東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所（
成
人
・
高
齢
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
７

０
２
２
０（
２
２
）９
２
４
２

　

☎

時
間
程
度
）千

円（
型
紙
代
な
ど
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

10
月
23
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務
所 （
お
客
様
相
談

室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成26年 8月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,515 10,312 10,983 21,295

登米 1,814 2,427 2,672 5,099

東和 2,446 3,415 3,535 6,950

中田 4,874 7,756 8,234 15,990

豊里 2,115 3,369 3,497 6,866

米山 2,860 4,781 4,992 9,773

石越 1,616 2,606 2,680 5,286

南方 2,611 4,307 4,577 8,884

津山 1,223 1,732 1,896 3,628

合計 27,074 40,705 43,066 83,771
※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台帳
制度の対象になったため、上記人口・世帯数に
含まれています。

（平成26年8月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H26 H25 増減数

人身事故
発生件数 225件 212件 13件

死者数 0人 2人 ▲2人

負傷者数 268人 270人 ▲2人

物損事故
発生件数 1,167件 1,288件 ▲121件

※平成26年１月からの延べ件数

……

○高齢者による交通事故が急増しています。道路
を歩くときは気を付けましょう。

○自転車の関係する交通事故が増加しています。自
転車も交通ルールを守りましょう。
○当て逃げ事故が続発しています。交通事故を起
こした際は、その場から必ず110番通報しましょ
う。

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、

賃
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
労
働
者
個

人
と
使
用
者
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

公
平
公
正
に
問
題
解
決
の
合
意

点
を
探
り
な
が
ら
話
し
合
い
を
取

り
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
紛
争
の
解

決
を
目
指
し
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
労

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方

は
、
こ
の
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
労
働
委
員
会

……………

◉

10
月
26
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時

県
志
津
川
自
然
の
家

❶
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ

　
　

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。10

月
30
日（
木
）午
後
８

時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
）

収
納
対
策
課

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　
　

☎

❶ ▶
▶

❷

❸

❹

☎
死

　

県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者
支

援
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
犯
罪

被
害
者
支
援
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
「
犯
罪
被
害
者
週
間
・
県

民
の
つ
ど
い
」
公
開
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。11月

11
日（
火
）
午
後
１

時
〜
４
時
30
分

 

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
５
階
・
鳳
凰
の
間
） 
仙
台
市
青

葉
区
本
町
２
丁
目
３
番
１
号

▼
第
１
部
＝
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
さ
と
う
宗む

ね
ゆ
き幸
氏

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
▼
第
２

部
＝
犯
罪
被
害
者
遺
族
、
山
内
久ひ

さ

子こ

氏（
秋
田
看
護
福
祉
大
学
教
授
）

に
よ
る
講
演無

料
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ

10
月
31
日（
金
）〔
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
〕

】（
公
社
）み
や
ぎ
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
９
８
１
―
０
９
１
４　

仙
台
市

青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
４
番
17
号

（
宮
城
県
仙
台
合
同
庁
舎
７
階
）

☎
０
２
２（
３
０
１
）７
８
４
０

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
兼
用
）

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

10
月
24
日（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

佐
沼

中
小
企
業
の
経
営
者
、

財
務
担
当
者
、
一
般
市
民

無
料

50
人
ま
で

電
話

10
月
17
日（
金
）

（
公
社
）登
米
法
人
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
６
１
７

　

平
成
26
年
度
調
停
相
談
会
を
開

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
記
念

行
事
と
し
て
、
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

登
記
全
般（
不
動
産
、
会
社
・

法
人
）、
相
続
、
債
務
整
理
、
裁

判
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

10
月
25
日（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

登と

米よ
ま

公
民
館宮城

県
司
法
書

士
会（
登
米
支
部
長
＝
笠
原
久ひ

さ

昭あ
き

）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
０
８
１

☎

事
務
局（
県
庁
17
階
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
７
８
７

http://w
w
w
.pref.m

iyagi.
jp/soshiki/tiroui/kobetu-
assen-1.htm

l

ム「
ア
ル
ミ
缶
炊
飯
」体
験
❷
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
ピ
ザ
作
り

❸
防
波
堤
釣
り

18
歳
以
上
の
県
民
30
人

（
先
着
順
）５０

０
円
程
度（
保
険
料
、

飲
み
物
代
な
ど
）

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
で
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

10
月
19
日（
日
）

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

県

志
津
川
自
然
の
家（
担
当
＝
白
倉
）

☎
０
２
２
６（
４
６
）９
０
４
４

０
２
２
６（
４
６
）９
０
４
５

死szseinn@
pref.m

iyagi.jp

催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
19
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時（
受
け
付
け

＝
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

中
田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▼
民
事
＝
借
入
債

務
、
過
払
返
金
、
金
銭
、
土
地
建

物
、
交
通
事
故
な
ど
▼
家
事
＝
夫

婦
、
親
子
、
扶
養
、
遺
産
、
財
産

分
与
相
続
な
ど

登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１
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す
し
米
コ
ン
テ
ス
ト
国
際
大
会

最
高
位
の
特
別
賞
を
受
賞

登米町・八丁田

石井 稔さん
いしい　みのる

昭和16年生まれ　血液型／Ｂ型

　全国のお米の中から「すし米
まい

」としての
適性を鑑定する「第１回すし米コンテスト
国際大会（米・食味鑑定士協会主催）」で、
本市の石井稔さん出品の「ひとめぼれ」が
最高位の特別賞を受賞しました。有機農法
にこだわり研究を重ね、独自の栽培方法で
米づくりをする石井さん。石井さんの米づ
くりは、ＮＨＫテレビの「プロフェッショ
ナル～仕事の流儀～」でも紹介されたほど
です。約４㌶の田んぼで作付けしている米
は高値で取引され、全国から農家が視察に
訪れます。コンテストの審査講評でも「最
良のすし米適性を示し、まさに稲作の見
本」と、最大級の評価を得ました。

「米作りは手間と愛情をかけた分だけ応えてくれます」
と石井さん。妻の洋子さん（右）、長男の和彦さんら家
族の支えも大きな力になっています【昨年の収穫風景】

▲

９
月
７
日
、
市
消
防
団
演
習
が
長
沼
フ
ー

ト
ピ
ア
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

９
支
団
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
披
露
。小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
は
、

各
支
団
が
消
火
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
今
号
「
と
き
め
き
人
」
で
ご
紹
介
し
た

登と

米よ
ま

町
の
石
井
稔
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
も

紹
介
さ
れ
た
米
づ
く
り
の
達
人
。
震
災
前

に
放
映
さ
れ
た
番
組
を
見
て
「
す
ご
い
人

が
本
市
に
い
る
も
の
だ
な
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。取
材
を
通
じ
そ
の
一
端
に
触
れ
、

あ
ら
た
め
て
感
心
し
て
い
ま
す
。（
遠
藤
）

▼
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
が
終
わ
り
季
節
は

秋
。
秋
と
い
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
や
食
欲

の
秋
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
先
月

は
絵
本
原
画
展
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
読
書
の
秋
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
の
秋
は
皆
さ
ん
、

ど
ん
な
秋
を
楽
し
み
ま
す
か
。（
佐
藤
）

▼
９
月
13
日
、
登
米
祝
祭
劇
場
で
開
催
さ

れ
た
劇
団
ド
リ
ー
ム
★
キ
ッ
ズ
の
公
演
を

取
材
し
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。
き
れ
い
な
歌
声
や
迫
力
あ
る
ダ
ン

ス
に
感
動
し
ま
し
た
。
出
演
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
田
代
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/


	227号①_1.pdf
	227号②見開き_2-3.pdf
	227号②見開き_4-5.pdf
	227号②見開き_6-7.pdf
	227号②見開き_8-9.pdf
	227号②見開き_10-11.pdf
	227号②見開き_12-13.pdf
	227号②見開き_14-15.pdf
	227号②見開き_16-17.pdf
	227号②見開き_18-19.pdf
	227号③見開き_20-21.pdf
	227号③見開き_22-23.pdf
	227号③見開き_24-25.pdf
	227号④見開き_26-27.pdf
	227号④見開き_28-29.pdf
	227号④見開き_30-31.pdf
	227号①_32.pdf

